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お知らせ

市
　
か
　
ら

　
市
で
は
、
国
の
事
業
仕
分
け

で
お
な
じ
み
の
政
策
シ
ン
ク
タ

ン
ク
「
構
想
日
本
」
の
支
援
を

受
け
て
、
外
部
評
価
（
事
業
仕

分
け
）を
実
施
し
ま
す
。こ
れ
は
、

事
業
の
目
的
や
必
要
性
、
改
善

策
な
ど
を
外
部
の
視
点
で
、
公

開
の
場
で
議
論
し
て
仕
分
け
し

て
い
く
作
業
で
す
。
傍
聴
自
由
。

入
場
無
料
。
事
前
申
込
不
要
。

●
日
時
　
１
月
15
日
（
土
）
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
10

分
（
予
定
）

＊
入
退
室
自
由

●
場
所
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
・

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
先

　
経
営
企
画
課

☎
（
36
）
１
１
９
２

外
部
評
価（
事
業
仕
分
け
）

を
実
施

　
４
年
目
を
迎
え
た
「
市
民
サ
ー
ビ
ス

協
働
化
提
案
制
度
」。
本
年
度
は
、
こ

れ
ま
で
で
最
も
多
い
10
団
体
か
ら
提
案

が
あ
り
ま
し
た
（
表
１
）。
こ
の
提
案

を
受
け
、
市
で
は
有
識
者
ら
で
組
織
す

る
「
市
民
参
画
等
推
進
審
議
会
」
に
諮

問
。
同
審
議
会
で
11
月
５
日
、同
11
日
、

審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
同
審
議
会
で
は
「
６

事
業
を
採
択
、
４
事
業
を
条
件
付
き
採

択
と
す
べ
き
」
と
し
、
同
審
議
会
会
長

の
南
博
さ
ん
と
副
会
長
の
東
博
子
さ
ん

が
12
月
１
日
、
意
見
書
を
谷
井
博
美
市

長
へ
提
出
。
市
で
は
、
こ
の
意
見
を
踏

ま
え
、
６
事
業
を
採
択
、
４
事
業
を
条

件
付
き
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
で
、
来
年
度
か
ら
市
民
活

動
交
流
館
を
中
心
に
市
民
活
動
の
支
援

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
「
む
な
か
た

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
代
表
理
事
の
井
上

豊
久
さ
ん
は
、「
今
回
の
提
案
は
市
民

活
動
の
拠
点
施
設
を
わ
た
し
た
ち
市
民

が
担
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
積

極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
に
出
向

き
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
つ
な
い
で
、

宗
像
を
も
っ
と
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て

い
き
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
か
ら
は
、
条
件
付
き
採
択
と

な
っ
た
事
業
は
付
さ
れ
た
条
件
を
ク
リ

ア
し
た
上
で
、
10
事
業
す
べ
て
を
各
団

体
が
市
に
代
わ
っ
て
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

谷井市長に意見書を手渡す南会長（左端）

（表1）

提案団体 事業の名称 提案内容

1 地島イノシシ
対策グループ

地島イノシシ対策事業 最近、被害を出しているイノシシを捕獲し、島民の生
命や財産を守るとともに、来島者の安全確保を図る

2 特定非営利活動法人
宗像里山の会

里山再生事業
～里山荒廃に気付き、

実践しよう～

竹害による里山の荒廃について関心を高める講座、竹
林整備の手法を学ぶ講座などを実施して、竹の伐採な
どができる人材を育成し、市民による里山保全活動を
推進する

3 にじの会 大島の読書推進事業
大島でのブックスタート事業、大島の市民図書館コー
ナーの図書入れ替え時の運搬作業と同コーナーの島
民への周知・読書の推進を実施する

4 宗像地域
国際交流連絡協議会

市民による国際交流事業
「ワールドフェスティバル・

世界の味横丁」

「食」を通した市民主体での国際交流イベントを実施
し、草の根の交流を促進する。また、ブルガリア・カザ
ンラック市とのパートナー都市交流推進の一翼を担
う

5
むなかた

市民フォーラム

市民活動交流館（メイトム宗
像）を拠点とした市民活動サ
ポート事業

市民活動交流室の業務の一部を担い、より専門性が高
く、ネットワークを活用した市民活動の支援などを実
施する

6
アニマル
レスキューむなかた

①狂犬病予防集団注射会場
での犬鑑札、注射済票の
装着義務啓発と装着補助

②同会場での犬鑑札、注射済
票交付事務

狂犬病予防注射会場で犬鑑札、注射済票の交付事務
と、これらの装着義務の啓発、装着の補助を実施し、装
着率と市民の動物愛護意識の向上を図ることで、迷い
犬の殺処分数の減少につなげる

7
むなかた

「水と緑の会」
市の花
「カノコユリ」再生事業

市の花「カノコユリ」を各地区コミュニティ・セン
ター、学校などの公共施設に配布して育成指導などを
実施し、美しく咲かせることで、市民の環境保全意識
の高揚を図る

8
葉山ヘルスケア・

省エネ共和国 ひとしぼりで53ｇ減量！
市内13地区コミュニティで、「生ごみの水切り方法と
効果」と「ゴミ減量によるＣＯ２削減効果」についての
講座を実施し、ごみ減量を進める

9 むなかた食育クラブ 赤ちゃんのいる家庭の
ための食事作り教室

離乳期の子どもを持つ保護者に対し、日常の食事づく
りのための調理実習を実施し、食生活に関する基本的
知識の向上、仲間作りの場を提供し、子育ての不安解
消を図る

10
特定非営利活動法人
九州コミュニティ

研究所
子育てハンドブック

利用者のニーズなどを踏まえ、「子育てハンドブック」
の企画・編集・デザインを実施し、より利活用しやすい
ものとする

■問い合わせ先　市民活動交流室　☎（36）０３１１

市民サービス協働化提案制度

　
市
で
は
、妊
娠
届
出
者
に「
Ｈ

Ｔ
Ｌ
Ｖ
︱
１
」
抗
体
検
査
（
妊

娠
初
期
血
液
検
査
）
費
用
の
一

部
を
公
費
負
担
し
ま
す
。

　「
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
︱
１
」
と
は
、

成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病（
Ａ
Ｔ
Ｌ
）

や
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
︱
１
関
連
脊
髄
症

（
Ｈ
Ａ
Ｍ
）
を
引
き
起
こ
す
原

「
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
︱
１
」

 

抗
体
検
査
費
用
の

一
部
を
公
費
負
担

因
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
こ
の
ウ
イ

ル
ス
の
多
く
は
母
乳
で
の
感
染

が
多
い
た
め
、
妊
娠
中
に
検
査

を
受
け
、
母
子
感
染
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

●
対
象

▽
妊
娠
届
出
後
、
母
子
健
康
手

帳
を
受
け
取
り
、
平
成
23
年

１
月
１
日
以
降
、
同
検
査
を

受
け
る
日
に
、
宗
像
市
民
で

あ
る
妊
婦

＊
詳
し
く
は
母
子
健
康
手
帳
交

付
時
に
説
明

▽
妊
娠
届
出
後
、
母
子
健
康
手

帳
を
受
け
取
り
、
平
成
22
年

10
月
６
日
～
同
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
同
検
査
を
受
け

た
日
に
、
宗
像
市
民
で
、
費

用
を
自
己
負
担
し
た
妊
婦

＊
３
月
��
日
（
木
）
ま
で
に
健

康
づ
く
り
課
へ
、
必
要
書
類

を
持
参
し
、
償
還
払
い
の
申

請
と
請
求
を
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
（
〒
８
１
１
・
３

４
９
２
／
住
所
不
要
）
で
の

申
請
も
可

●
必
要
書
類

①
同
検
査
を
実
施
し
た
こ
と
が

わ
か
る
書
類
な
ど

②
同
検
査
費
用
が
わ
か
る
書
類

（
領
収
書
な
ど
）

③
母
子
健
康
手
帳

④
印
鑑

⑤
通
帳
（
振
込
先
が
確
認
で
き

る
も
の
）

●
公
費
負
担
額
　
１
人
８
５
０

円
＊
医
療
機
関
で
検
査
費
用
が
異

な
る
た
め
、
自
己
負
担
が
生

じ
る
場
合
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課

☎
（
36
）
１
１
８
７


